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和 40 年以降男女ともに高等教育への進学が増加しているが、当時、男性は 4 年
制大学へ女性は短期大学への進学であった。その後、女性の 4 年制大学への進学
が増加し、平成 7 年以降は 4 年制大学への進学が短期大学への進学を上回り、そ
の差は大きくなりつつある。「男子は 4 年制、女子は短大」から「女子も男子も 4
年制」への進学が主流になったことは男女平等が進んできたからといえるだろう。

















図表 2 高等教育（短期大学を含む）在学率の推移 
(単位：％） 
 日本 フィンランド フランス スウェーデン イギリス アメリカ 
女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 
1975 15.56 33.50 17.40 16.53 － － 21.41 24.34 13.33 22.90 46.57 55.40
1980 20.67 41.46 30.89 32.58 23.17 27.12 33.79 38.87 13.89 23.24 54.75 52.19
1985 20.34 37.40 31.55 32.35 28.92 28.56 33.22 29.17 19.37 23.18 61.32 55.08
1990 23.36 35.90 46.82 42.27 38.90 33.72 33.41 28.11 25.69 27.53 78.37 63.52
1995 35.88 43.73 73.04 62.19 54.86 43.88 47.49 37.55 49.42 46.45 88.25 68.10
2000 44.83 52.46 90.49 74.73 62.56 51.39 79.73 54.97 63.01 53.21 77.69 58.51
2005 51.66 58.13 100.64 83.42 60.11 47.84 99.97 64.79 68.48 49.27 95.67 67.72
2010 54.73 61.27 103.65 84.89 62.48 49.82 90.79 59.21 70.19 51.29 109.11 78.22
2012 58.23 64.54 102.84 85.00 65.11 51.74 85.64 55.13 71.51 52.74 110.17 79.14
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図表 7 研究者に占める女性割合の推移（機関別） 
単位：人・％ 
年度 区分 総数 女性 男性 女性割合
1985 総数 447,719 28,615 419,104 6.4
会社等 231,097 4,905 226,192 2.1
研究機関 36,016 1,815 34,201 5.0
大学 180,606 21,895 158,711 12.1
1995 総数 658,866 58,525 600,341 8.9
会社等 376,639 18,100 358,539 4.8
研究機関 46,525 3,154 43,371 6.8
大学 235,702 37,271 198,431 15.8
2005 総数 739,504 77,720 661,784 10.5
会社等 433,758 24,009 409,749 5.5
研究機関 46,734 4,069 42,665 8.7
大学 259,012 49,642 209,370 19.2
2010 総数 889,341 121,141 768,200 13.6
企業等 534,568 40,664 493,904 7.6
非営利団体・公的機関 45,786 6,497 39,289 14.2
大学等 308,987 73,980 235,007 23.9
2011 総数 894,138 123,181 770,957 13.8
企業等 537,293 40,441 496,852 7.5
非営利団体・公的機関 44,746 6,749 37,997 15.1
大学等 312,099 75,991 236,108 24.3
2012 総数 892,684 124,686 767,998 14.0
企業等 543,908 40,680 503,228 7.5
非営利団体・公的機関 43,864 6,576 37,288 15.0
大学等 313,912 77,430 236,482 24.7
2013 総数 887,067 127,863 759,204 14.4
企業等 528,300 42,243 486,057 8.0
非営利団体・公的機関 43,523 6,720 36,803 15.4
大学等 315,244 78,873 236,371 25.0
出所：総務省『科学技術研究調査報告』より作成 
  
第 3 章 統計にみる女性研究者の状況と大学における男女共同参画 
45 
図表 8 女性研究者が少ない理由 
 
 
図 9 学部、修士課程、博士課程、大学研究者の女性割合の比較 
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回の調査が行われた平成 13 年にはわずか 12.1%に過ぎなかった組織や委員会は





























































出所 国立女性教育会館『大学における男女共同参画に関するアンケート調査』（平成 24 年）
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図表 12 ポジティブ・アクション 
 
出所 国立大学協会『国立大学における男女共同参画の実施に関する第 10 回追跡調査報告書』（平成 26 年） 
 
図表 13 保育施設の設置状況 
 







































を 20％以上に引き上げることを目指しつつ、少なくとも 2015 年までに 17％以
上（各大学において 1 年毎に 1％以上）に引き上げることを達成目標と設定する」と
している。さらに目標達成のために大学が取り組むべき事項を 4 項目挙げ（1 男
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図表 15 非常勤講師の状況 
 






















































国立女性教育会館『大学における男女共同参画に関するアンケート調査』（平成 24 年） 
 
（なかの・ひろえ 国立女性教育会館研究国際室長） 
